


認知症の動向

日本の総人口は2012年の1億2,752万人から、
2025年には1億2,066万人に減少することが
予測されています。そんな中、認知症を患
うとされている人数が2025年に700万人を
超える見込みです。これは100人中6人が認
知症患者になる計算になります。

◦このような背景の中で、国立長寿医療研究
センターでは、これまで自治体等との連携
の下で研究を進めてきました。

◦ＭＣＩ（認知症ではないが正常とも言えな
い状態）の段階で、運動と認知トレーニン
グを組み合わせた「コグニサイズ」の実施
が、認知機能の低下を抑制することを明ら
かにしました。

コグニサイズとは？

コグニサイズとは国立長寿医療研究センターが開発した、
運動と認知課題を組み合わせた、認知症予防を目的とし
た取り組みの総称を表した造語です。

英語の cognition (認知) と exercise (運動) を

組み合わせてcognicise（コグニサイズ）と言います。

（指導担当はコグニサイズ実践者研修修了者です。 実践者第A202200100号）
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